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資本制的取得法則と現代財政 …池上 惇 1
高知県における工場誘致政策の形成と


















50年代後半から60年代にかけて， 企業的マーケティ γ グ論が見事に開花し，満開時代を
現出したの しかし，最近になってふたたび社会経済的マーケティング論の研究が目立つ
ようになってきた。 あるいはマネジリアル・マーケティング論の反省期に入ってきたの
かもしれない。 ここでとりあげた R コックスの『高度経済下の流通問題』も社会経済
的研究D潮流を形成し，そり先駆的位置を占める研究の一つである。
著者コックス (ReavIsCox)は，戦後のマ ケティング研究の出発点となり礎石とな
った Theoryin Marketing， 19回，の編集者として著名であり 1964年には同書のセカ
ンド・シリ ノJをオルダ ソソ (Wroe Alderson)とともに編集し， ベンシノレベニア大
学の匡星であった。今回も同じ大学りグッドマン (CharlesS. Goodman)やフイッチャ
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第 1部の「緒論」においては，流通に対する従来の非難や問題性を指摘し，従来四評
価観点には3つあったとする。分析的評価 (analyticalappraisal)，経営者的評価 (mana-



















財貨とサ ビスのフロ ・チャート (40ベー ジ， 原著では扉の見返しにある〉が描かれ
ている。 このチャートは産業連関表にもとづいたフローの見取図で極めて興味ある分析
であるが，某準となった年が1947年になっている。したがって， '20世紀財団の手になる
1938年のフロー・チャート〈例えば， H. E. Agnew， H. A. Conner and W. L. Doremus， 





の卸，小売Dマ ケティ γ グ機関の分析が，第5章「流通諸機関白チャネルへの組織化」
では，チャネルそりもり自分析が展開されている。 コックスは.チャネル概念を広〈把
68 (156) 第 112巷第2号
握L， r生産者と消費者との間に介在する所有者の継起 (succe阻 on)であるJ (79ベ-
/)と規定している。また間接チャネルがなぜ必要になったか，流通チャネル白変化を
規定するもりは何かなどという興味ある問題提起もみられる。 前者の間接チャネルの必

















にはすでに幾多白研究がみbれ，従来においてもs ホ スト Y (N. T.，Houston)やブ
ラック CJ.D. Black)のように，流通雇傭量をィ γ ・プットとする方法〔アウト・プッ
トは生産された財貨0物的数量に生産者価格を乗じた生産物価値)， オノレダーソン (W.
Alder田 n)のように， 小売応の販売回数をアウト・プットとする方法〈厳密には，小売
販売単位数を購買時間数で除した購買一時間当り販売単位数)， またホール (M.Hall) 
やクナヅプ(J.Knapp)ウィンλテン (C.Winsten)りように，アウト・プットを販売




























か否かがテストされているn しかし，告発 弁護 裁決という本章の構成が示して
いるように， コックスは裁判官的慎重きで問題に対処l..， I確固たる結論」を避けてい
る。これらの謙虚な分析態度は全篇を通じて一貫し， 本書の重厚な分析とともに強く印
象づけられるが，他面きわめて相対的な結論になって隔靴掻搾の感を拭いきれない。 と
もあれ本書は， アメリカの流通を文字通り社会経済的な広角レンスを使ったきわめてス
ケ~)レの大きい包括的な研究であり， また精密な実証的資料を駆使した手堅い研究でも
ある。このような研究をわが国の学界に紹介された森下三次也，阿部真也，鈴木武，光
津滋朗の諸教授の訳業には心から敬意を表したい。訳業については，部分的には意見の
相b童もみられるが，全体としてはきわめて良心的であり 4年間四営々孜々とした地味
な共司作業の見事な結実として高〈評価したい。
